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ごあいさつ
皆様には、平素よりきのくに信用金庫をお引き立ていただき、厚くお礼申し上げま

す。ここに第58期の事業概況についてご報告申し上げます。
令和3年度のわが国経済は、ワクチン接種の進展や海外経済の回復を背景とし

た堅調な外需が下支えしたことで持ち直しが続きましたが、年度後半からの変異株
の流行による制限の長期化を受けて、個人消費の回復がさらに遅れる等、業種間で
の業績の差が鮮明となりました。また、2月にはロシアのウクライナ侵攻により欧州経
済が大きな打撃を受け、そこから世界経済は先行き不透明な状況に陥っています。
地域経済につきましても感染防止に伴う人流抑制の影響を大きく受け、飲食業や

観光業等は厳しい状況が続きました。また、ウッドショックや半導体不足、原油価格の
高騰が消費者物価を上昇させていることも経済活動の停滞の要因となっておりま
す。加えて、石油元売り大手が和歌山製油所を2023年10月に閉鎖する方針を突然
発表したことで、拠点がある有田地域のみならず和歌山県内全体に動揺が広がりま
した。従来の少子高齢化や人口減少といった構造的な問題に加え、こうした影響を
受ける地域経済におきましては、景気回復とニューノーマル時代への対応が喫緊の
課題となっております。
このような情勢のなか、当期は、中期経営計画「きのくに Next Stage 2019」の

最終年度として、「つながる、つなぐ、わかちあう」をコンセプトとした活動の総仕上げ
を行うとともに、10月からは新しいブランド・スローガンとして「夢をかなえるお手伝
い」を掲げ、地域やお客さまの課題解決の活動に注力してまいりました。具体的に
は、事業所や個人のお客さまの拠り所として安心して相談できる金融機関を目指し
てまいりました。また、対面・非対面営業の使い分けや窓口営業時間の変更といった
コロナ禍における新たな営業スタイルでの活動を行ってまいりました。営業活動の変
化に伴い効率化を図ることで、今まで以上にお客さま一人ひとりの課題に向き合うこ
とができております。
以上の事業方針に則り経営の取組みを重ねてまいりました結果、預金は期末残

高1兆1,757億円、貸出金は期末残高4,159億円となりました。収益面につきまして
は、本来業務の収益を示す業務純益は前期比5億55百万円増益の20億54百万円
となり、当期純利益でも12億9百万円を計上することができました。なお、健全性の
指標の一つである自己資本比率は16.11％と高い水準を維持しており、一層の経営
基盤の強化を図ることができました。
当金庫は発足以来、経営理念である「お客さま志向」「地域密着」「堅実経営」を

忠実に守り、地域社会への金融支援を続けてまいりました。令和4年度より新たにス
タートさせる中期経営計画「きのくにValue Up 2022」では、地域金融機関として
培ってきた経験と知見を最大限に活用し、お客さまの抱える課題に向き合いたいと
考えております。そのためにもお客さまのニーズを的確に捉え、支援するためのコン
サルティング機能の強化を一層図るとともに、お客さまと伴走していく体制づくりに努
めてまいります。
これからも皆様のご期待にお応えできますよう役職員一同努力を重ねてまいりま

すので、尚一層のご支援とご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

経営理念

●きのくに信用金庫は、地域の金融機関として質の高いサービスを提供
し、人々の豊かな暮らしと事業の夢の実現に貢献します。
●きのくに信用金庫は、地域とともに歩み、ともに発展し、地域の経済と
文化の興隆につとめます。
●きのくに信用金庫は、堅実経営を第一義とし、常に時代を先取りする
積極的な取組みにつとめ、会員、お客さま、職員の幸福を追求します。

令和4年6月

理事長

本店所在地 〒640-8655 和歌山市本町二丁目38番地 
電話 073-432-5000（代表）

営 業 地 区

〈和歌山県〉和歌山市・海南市・有田市・御坊市・田辺市（本宮町を除く）
橋本市・紀の川市・岩出市・海草郡・伊都郡・有田郡・日高郡・西牟婁郡
東牟婁郡（串本町・古座川町）
〈大阪府〉泉南市・泉佐野市・貝塚市・阪南市・泉南郡

創 立 明治44年8月23日創立
平成5年11月1日きのくに信用金庫発足

会 員 数 ５２，５１２人

出 資 金 ２，５５０百万円

純 資 産 ６１，４５８百万円

預 金 １兆１，７５７億円

貸 出 金 ４，１５９億円

店 舗 数 ４3店舗

役 職 員 数 ７１９人

概要・庶務事項
当 金 庫 の 概 要 （令和4年3月31日現在）

庶 務 事 項
総代会
令和3年6月28日ホテルグランヴィア和歌山において第５７期通常総代会を開催し下
記議案が原案通り承認可決されました。
●議案
第１号議案　第５７期剰余金処分案承認の件
第２号議案　総代候補者選考委員３０名選任の件
第３号議案　退任理事に対する退任慰労金贈呈の件

登記事項
●令和3年4月1日
　出資の総口数（51,146,729口）及び出資の総額（2,557,336,450円）の変更登記
●令和3年7月8日
　代表理事退任の登記
　代表理事就任の登記
●令和4年3月22日
　江川支店移転の登記
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事業の概況
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・きのくにサクセスクラブ「新人・若手社員向け研修会」
を開催

2021年4月

2021年5月
・事業再構築補助金の個別相談会をオンラインで３日
間開催
・旧御坊営業部を新型コロナワクチンの集団接種会場
として御坊市に提供

2021年7月
・「第29回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山
市軟式野球連盟学童部選手権大会）」開催
・「事業再構築補助金の活用セミナー」をオンラインで
開催
・和歌山県が当金庫を「わかやま健康推進事業所」とし
て認定
・個人向けローンをご契約いただいたお客さまを対象
に「プレミア和歌山」商品をプレゼントする「きのくに
“地域応援”キャンペーン2021」第２弾を実施

2021年9月
・「和歌山県働き方改革推進センター」から講師を招い
て「助成金活用セミナー」をオンラインで開催

2021年11月
・経営支援プラットフォーム「きのくにBig Advance」
を取扱開始
・和歌山ビッグホエールで開催された「わかやま食と芸
能の祭典」に協賛企業として出展
・投資信託をご契約いただいたお客さまを対象に地域
産品をプレゼントする「きのくに“地域応援”キャン
ペーン2021」第３弾を実施
・貴志川支店をリニューアルオープン
・当金庫が実行委員を務める『よい仕事おこしフェア実
行委員会』が和歌山県と包括連携協定を締結

2022年1月
・令和５年４月の運用開始に向け、本店別館建て替え工
事着工
・和歌山市民図書館内蔦屋書店で当金庫取引先が商
品出展するポップアップストアを開催

2022年3月
・「第７回ビジネスプランコンテスト」に協賛
・大手小売店等のバイヤーを招聘した「きのくに信金
販路応援商談会」を開催

2021年10月
・新ブランドスローガン「夢をかなえるお手伝い」を制定

2021年6月
・ウッドショックへの対応として住宅と木材の事業者の
マッチングを目的とした包括連携協定を枚方信用金
庫と締結
・SDGs宣言に基づき超小型電気自動車「コムス」を17
台導入
・投資信託を購入いただいたお客さまを対象に「紀州
和華牛」などをプレゼントする「きのくに“地域応援”
キャンペーン2021」を実施
・「第57期通常総代会」を開催
・テレビ和歌山の番組「街ネタ和歌山」で当金庫がスポ
ンサーとなり「きのくにわが町応援プロジェクト」をPR
・「第27回きのくに信用金庫杯少年サッカー大会」を開催

2021年8月
・和歌山市「子どもの見守り事業」に賛同し子どもの位
置情報を提供するための小型端末設置事業に協力

当金庫は、地域とともに歩む金融機関として、経営理念や経営方針に基
づく事業活動を通じて、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂
性のある社会の実現をめざすため、2020年1月「きのくに信用金庫ＳＤＧｓ
宣言」を表明しました。

※SDGｓとは【Sustainable Development Goals】：「持続可能な開発目標」
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」のこと。「誰一人、取り残さない。」という基本理念のもと、2030年までに達成を目
指す世界共通の目標として、17のゴールと169のターゲットが定められています。こ
の目標達成に向け、政府だけでなく、自治体や企業、諸団体、個人一人ひとりに役割が
あり、それぞれが協力・連携することが求められています。

人々の豊かな暮らしと事業の夢の
実現への貢献を通じて、地域経済
の持続的な発展に努めます。

将来に亘り暮らしやすい豊かなま
ちづくりに努め、地域社会の環境
保全に貢献します。

あらゆる人 （々お客さま・地域の
人 ・々職員）の幸福を追求し、常に
時代を先取りする積極的な取組
みに努めます。

地域全体で持続可能な社会の実
現に向けて、さまざまなパートナー
シップを推進します。

貸出条件緩和債権
10億円  0.24％

三月以上延滞債権
0.3億円  0.01％

危険債権 
93億円  2.23％ 破産更生債権及び

これらに準ずる債権
21億円  0.51％

正常債権
4,040億円
97.01％

１．地域経済の活性化 ２．地域社会の環境保全

３．あらゆる人々の幸福 ４．パートナーシップの推進

きのくに信用金庫SDGs宣言

トピックス

よい仕事おこしフェア実行委員会と
和歌山県の包括連携協定

新入・若手社員向け研修会

超小型電気自動車「コムス」を導入

和歌山市民図書館内蔦屋書店で
ポップアップストアを開催

地域産品をプレゼントする「きのくに
“地域応援”キャンペーン2021」を実施

信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権残高・構成比
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・きのくにサクセスクラブ「新人・若手社員向け研修会」
を開催

2021年4月

2021年5月
・事業再構築補助金の個別相談会をオンラインで３日
間開催
・旧御坊営業部を新型コロナワクチンの集団接種会場
として御坊市に提供

2021年7月
・「第29回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山
市軟式野球連盟学童部選手権大会）」開催
・「事業再構築補助金の活用セミナー」をオンラインで
開催
・和歌山県が当金庫を「わかやま健康推進事業所」とし
て認定
・個人向けローンをご契約いただいたお客さまを対象
に「プレミア和歌山」商品をプレゼントする「きのくに
“地域応援”キャンペーン2021」第２弾を実施

2021年9月
・「和歌山県働き方改革推進センター」から講師を招い
て「助成金活用セミナー」をオンラインで開催

2021年11月
・経営支援プラットフォーム「きのくにBig Advance」
を取扱開始
・和歌山ビッグホエールで開催された「わかやま食と芸
能の祭典」に協賛企業として出展
・投資信託をご契約いただいたお客さまを対象に地域
産品をプレゼントする「きのくに“地域応援”キャン
ペーン2021」第３弾を実施
・貴志川支店をリニューアルオープン
・当金庫が実行委員を務める『よい仕事おこしフェア実
行委員会』が和歌山県と包括連携協定を締結

2022年1月
・令和５年４月の運用開始に向け、本店別館建て替え工
事着工
・和歌山市民図書館内蔦屋書店で当金庫取引先が商
品出展するポップアップストアを開催

2022年3月
・「第７回ビジネスプランコンテスト」に協賛
・大手小売店等のバイヤーを招聘した「きのくに信金
販路応援商談会」を開催

2021年10月
・新ブランドスローガン「夢をかなえるお手伝い」を制定

2021年6月
・ウッドショックへの対応として住宅と木材の事業者の
マッチングを目的とした包括連携協定を枚方信用金
庫と締結
・SDGs宣言に基づき超小型電気自動車「コムス」を17
台導入
・投資信託を購入いただいたお客さまを対象に「紀州
和華牛」などをプレゼントする「きのくに“地域応援”
キャンペーン2021」を実施
・「第57期通常総代会」を開催
・テレビ和歌山の番組「街ネタ和歌山」で当金庫がスポ
ンサーとなり「きのくにわが町応援プロジェクト」をPR
・「第27回きのくに信用金庫杯少年サッカー大会」を開催

2021年8月
・和歌山市「子どもの見守り事業」に賛同し子どもの位
置情報を提供するための小型端末設置事業に協力

当金庫は、地域とともに歩む金融機関として、経営理念や経営方針に基
づく事業活動を通じて、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂
性のある社会の実現をめざすため、2020年1月「きのくに信用金庫ＳＤＧｓ
宣言」を表明しました。

※SDGｓとは【Sustainable Development Goals】：「持続可能な開発目標」
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」のこと。「誰一人、取り残さない。」という基本理念のもと、2030年までに達成を目
指す世界共通の目標として、17のゴールと169のターゲットが定められています。こ
の目標達成に向け、政府だけでなく、自治体や企業、諸団体、個人一人ひとりに役割が
あり、それぞれが協力・連携することが求められています。

人々の豊かな暮らしと事業の夢の
実現への貢献を通じて、地域経済
の持続的な発展に努めます。

将来に亘り暮らしやすい豊かなま
ちづくりに努め、地域社会の環境
保全に貢献します。

あらゆる人 （々お客さま・地域の
人 ・々職員）の幸福を追求し、常に
時代を先取りする積極的な取組
みに努めます。

地域全体で持続可能な社会の実
現に向けて、さまざまなパートナー
シップを推進します。

貸出条件緩和債権
10億円  0.24％

三月以上延滞債権
0.3億円  0.01％

危険債権 
93億円  2.23％ 破産更生債権及び

これらに準ずる債権
21億円  0.51％

正常債権
4,040億円
97.01％

１．地域経済の活性化 ２．地域社会の環境保全

３．あらゆる人々の幸福 ４．パートナーシップの推進

きのくに信用金庫SDGs宣言

トピックス

よい仕事おこしフェア実行委員会と
和歌山県の包括連携協定

新入・若手社員向け研修会

超小型電気自動車「コムス」を導入

和歌山市民図書館内蔦屋書店で
ポップアップストアを開催

地域産品をプレゼントする「きのくに
“地域応援”キャンペーン2021」を実施

信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権残高・構成比

06



第58期 貸借対照表 （令和4年3月31日現在）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　　額
（ 資 産 の 部 ）

現 金 16,389
預 け 金 399,120
買 入 金 銭 債 権 55,335
金 銭 の 信 託 0
有 価 証 券 406,172
国 債 72,862
地 方 債 54,068
社 債 134,859
株 式 3,066
そ の 他 の 証 券 141,316

貸 出 金 415,967
割 引 手 形 962
手 形 貸 付 4,366
証 書 貸 付 400,992
当 座 貸 越 9,645

外 国 為 替 174
外 国 他 店 預 け 161
取 立 外 国 為 替 13

そ の 他 資 産 6,964
未 決 済 為 替 貸 76
信 金 中 金 出 資 金 4,758
前 払 費 用 6
未 収 収 益 1,025
金 融 派 生 商 品 0
そ の 他 の 資 産 1,097

有 形 固 定 資 産 6,424
建 物 1,628
土 地 3,783
リ ー ス 資 産 105
建 設 仮 勘 定 254
その他の有形固定資産 653

無 形 固 定 資 産 118
ソ フ ト ウ ェ ア 98
その他の無形固定資産 20

繰 延 税 金 資 産 2,573
債 務 保 証 見 返 257
貸 倒 引 当 金 △2,532
（うち個別貸倒引当金） （△2,231）

資 産 の 部 合 計 1,306,966
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第58期 貸借対照表 （令和4年3月31日現在）

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　　額
（ 負 債 の 部 ）

預 金 積 金 1,175,730
当 座 預 金 21,831
普 通 預 金 451,066
貯 蓄 預 金 648
通 知 預 金 3,814
定 期 預 金 664,032
定 期 積 金 29,773
そ の 他 の 預 金 4,563

借 用 金 66,867
借 入 金 66,867

そ の 他 負 債 1,674
未 決 済 為 替 借 156
未 払 費 用 228
給 付 補 塡 備 金 5
未 払 法 人 税 等 265
前 受 収 益 76
払 戻 未 済 金 23
職 員 預 り 金 584
金 融 派 生 商 品 0
リ ー ス 債 務 113
資 産 除 去 債 務 74
そ の 他 の 負 債 146

賞 与 引 当 金 299
退 職 給 付 引 当 金 423
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 87
睡眠預金払戻損失引当金 0
偶 発 損 失 引 当 金 28
再評価に係る繰延税金負債 139
債 務 保 証 257
負 債 の 部 合 計 1,245,508
（ 純 資 産 の 部 ）

出 資 金 2,550
普 通 出 資 金 2,550

利 益 剰 余 金 60,799
利 益 準 備 金 2,557
そ の 他 利 益 剰 余 金 58,242
特 別 積 立 金 56,794
圧 縮 積 立 金 48
当期未処分剰余金 1,399

処 分 未 済 持 分 △0
会 員 勘 定 合 計 63,350
その他有価証券評価差額金 △476
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,415
評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 △1,891
純 資 産 の 部 合 計 61,458
負債及び純資産の部合計 1,306,966
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第58期 剰余金処分計算書 （自　令和3年4月1日／
 至　令和4年3月31日）

第58期 損益計算書 （自　令和3年4月1日／至　令和4年3月31日）

科　　目 金　　額
経 常 収 益 12,020,640
資 金 運 用 収 益 9,726,567
貸 出 金 利 息 5,351,433
預 け 金 利 息 661,445
有価証券利息配当金 3,386,791
その他の受入利息 326,897

役 務 取 引 等 収 益 1,417,513
受 入 為 替 手 数 料 342,793
その他の役務収益 1,074,719

そ の 他 業 務 収 益 247,942
外 国 為 替 売 買 益 8,769
国債等債券売却益 162,563
その他の業務収益 76,608

そ の 他 経 常 収 益 628,617
償 却 債 権 取 立 益 200,567
株 式 等 売 却 益 414,328
その他の経常収益 13,720

経 常 費 用 10,084,576
資 金 調 達 費 用 232,820
預 金 利 息 183,962
給付補塡備金繰入額 4,871
借 用 金 利 息 41,016
その他の支払利息 2,969

役 務 取 引 等 費 用 1,126,873
支 払 為 替 手 数 料 79,451
その他の役務費用 1,047,422

そ の 他 業 務 費 用 364,381
国債等債券売却損 134,391
国債等債券償還損 227,246
その他の業務費用 2,743

経 費 7,610,573
人 件 費 5,142,832
物 件 費 2,258,267
税 金 209,473

そ の 他 経 常 費 用 749,926
貸倒引当金繰入額 645,932
貸 出 金 償 却 18,280
株 式 等 売 却 損 61,842
その他の経常費用 23,871

経 常 利 益 1,936,064

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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第58期 剰余金処分計算書 （自　令和3年4月1日／
 至　令和4年3月31日）

第58期 損益計算書 （自　令和3年4月1日／至　令和4年3月31日）

※１�理事　緒方公一は、信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する業界
申し合わせ」に基づく職員外理事です。

※２監事　中原洋二は、信用金庫法第32条5項に定める員外監事です。

役　員　一　覧　（令和4年3月31日現在）

理
（ 代 表 理 事 ）

事 長

専
（ 代 表 理 事 ）
務 理 事

常
（ 代 表 理 事 ）
務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 勤 理 事

田谷  節朗
木下  　巌
岩橋  儀幸
緒方  公一（※1）

行道  　弘
平川  和男

常 勤 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

常 勤 理 事

常 勤 監 事

非常勤監事

田端  正巳
橋本  和也
富山  千座
木村  　功
松下  利和
中原  洋二（※2）

※�貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2第3項の規定に基
づき、有限責任あずさ監査法人の会計監査を受けております。

科　　目 金　　額
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,399,843,275
積 立 金 取 崩 額 6,592,850
利益準備金限度超過取崩額 6,592,850

これを次のとおり処分いたします。
剰 余 金 処 分 額 1,076,168,133
普通出資に対する配当金 （年３％）76,168,133
特 別 積 立 金 1,000,000,000

繰　越　金　(当期末残高) 330,267,992

（単位：円）

科　　目 金　　額
特 別 利 益 15,766
固 定 資 産 処 分 益 15,766

特 別 損 失 161,375
固 定 資 産 処 分 損 131,492
減 損 損 失 29,883

税 引 前 当 期 純 利 益 1,790,455
法人税、住民税及び事業税 503,923
法 人 税 等 調 整 額 77,377
法 人 税 等 合 計 581,300
当 期 純 利 益 1,209,154
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 332,024
土地再評価差額金取崩額 △141,335
当 期 未 処 分 剰 余 金 1,399,843

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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発行：令和4年6月 きのくに信用金庫
〒640-8655 和歌山市本町二丁目38番地

　TEL 073-432-5000（代）
ホームページ https://www.kinokuni-shinkin.jp/

店舗のご案内
和歌山地区

本 店 営 業 部 和歌山市本町 2-38 073-427-4300
和 歌 山 支 店 和歌山市美園町 4-92 073-425-2211
出 水 支 店 和歌山市出水 73-4 073-471-9415
中 之 島 支 店 和歌山市中之島 301-2 073-472-0011
鳴 神 支 店 和歌山市鳴神 125-1 073-473-1500
宮 前 支 店 和歌山市小雑賀 3-5-31 073-426-3200
堀 止 支 店 和歌山市堀止西 1-1-8 073-436-5111
砂 山 支 店 和歌山市舟津町 3-31-3 073-425-0777
秋 葉 山 支 店 和歌山市和歌浦西 1-4-2 073-445-0033
和 歌 浦 支 店 和歌山市和歌浦中 1-5-9 073-444-0195
紀 三 井 寺 支 店 和歌山市内原 887-1 073-445-3636
野 崎 支 店 和歌山市北島 426-7 073-455-2231
紀 の 川 支 店 和歌山市土入 73-1 073-453-5500
河 西 支 店 和歌山市古屋 86-4 073-453-1300
楠 見 支 店 和歌山市楠見中 20-1 073-454-0001
六 十 谷 支 店 和歌山市六十谷 1032-1 073-461-1611

紀北地区
岩 出 支 店 岩出市高瀬 82-1 0736-62-0111
貴 志 川 支 店 紀の川市貴志川町前田 229-1 0736-64-8123
打 田 支 店 紀の川市西大井 87-2 0736-77-1803
橋 本 支 店 橋本市市脇 5-5-18 0736-32-3801

海南地区
海 南 支 店 海南市日方 210-1 073-482-5333
内 海 支 店 海南市名高 508-7 073-482-0820
黒 江 駅 前 支 店 海南市岡田 588-2 073-482-3741
海 南 東 支 店 海南市阪井 1766-1 073-487-0777
加 茂 郷 支 店 海南市下津町黒田 47-13 073-492-1415

有田地区
箕 島 支 店 有田市箕島 426-3 0737-82-2136
箕 島 駅 前 支 店 有田市箕島 62-1 0737-83-2188
吉 備 支 店 有田郡有田川町下津野 606-1 0737-52-8228
湯 浅 支 店 有田郡湯浅町湯浅 1796-2 0737-63-1151

御坊地区
由 良 支 店 日高郡由良町網代 251-2 0738-65-0111
御 坊 営 業 部 御坊市湯川町財部 701 0738-22-5111
道 成 寺 支 店 御坊市藤田町藤井 1879-1 0738-22-2103
御 坊 南 支 店 御坊市名屋町 3-2-5 0738-22-0272
印 南 支 店 日高郡印南町印南 1806 0738-42-0016

田辺地区
南 部 支 店 日高郡みなべ町芝 409 0739-72-2001
龍 神 支 店 田辺市龍神村西 74-3 0739-78-0231
田 辺 支 店 田辺市下屋敷町 81-10 0739-22-6300
江 川 支 店 田辺市下屋敷町 81-10（田辺支店内） 0739-22-6300
秋 津 支 店 田辺市秋津町 210-5 0739-25-5700
白 浜 支 店 西牟婁郡白浜町 911-8 0739-42-4111

串本地区
串 本 支 店 東牟婁郡串本町串本 1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
尾 崎 支 店 大阪府阪南市下出 530-3 072-471-7711
熊 取 支 店 大阪府泉南郡熊取町大久保中 1-15-10 072-453-3611

（令和4年6月現在）


